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『経済発展段階説とスウェーデン』
“Wirtschaftsstufentheorie and Sweden" 

世界の諸国の経済の発展過程を段階的に概括し

て把握しようとする研究としての経済発展段階説

は、それなりに経済の動向や進路を知る上で有効

かっ即効のものである。これは18世紀の啓蒙思想

の誕生以来の、すべての民族や文化は一定の普遍

的な法則に従って進歩し、歴史をいくつかの段階

に分けて捉えうるとし、う思考に即しつつ、 19世紀

になってイギリスの古典派経済学に対応してのド

イツの歴史学派によって形成せられた経済史に関

する学理なのである。そこには数種類の特色ある

見解が登場している。

たとえば、生産力の開発と推移に応じて経済発

展を分析したところの(1)採取時代、 (2)牧畜時代、

(3)農業時代、 (4)農王時代、 (5)農工商時代。これと

は別に経済取引や支払手段の変化を規準としての

(1)実物経済時代、 (2)貨幣経済時代、 (3)信用経済時

代。生産力と生産関係の展開過程に着目しての(1)

原始共産制時代、 (2)奴隷制時代、 (3)封建制時代、

(4)資本制時代、 (5)社会主義計画経済時代。このほ

かにもなお経済発展段階説はあるにはあるが、い

ずれにしろかかる経済よ把握を基礎にして、強力

な経済政策を展開せんとしたところにこの学派

(歴史学派)の特色がある。

ところでスウェーデンといえば国土の割に人口

が少なく、地下資源豊かで、森林と漁業に恵まれ、

しかも二度の世界大戦での惨禍を免がれ、現在で

はより高次元の福祉国家を目指して努力中とあり、

聞くだに羨ましく、憧れの念の湧き出るを禁じ難

い。ただ単純に経済発展段階説をスウェーデンの

理事慶応義塾大学教授 庭田範秋

Director， Prof. Noriaki Niwata 

前途に適用すると、若干の問題なしとしない。ま

ず第ーに国の置かれている地理的な場所である。

地球の北側に寄り過ぎていて商業とか金融とか、

そして情報とかの集散、迅速把握、操作などには

いささか不利と思えて、これを補うに足る現在以

上の施策の展開は必要不可欠とされよう。また林

業や漁業・牧畜に経済の重点、と期待を置き過ぎて

もならぬであろう。付加価値の大きさという点で

は第一次産業や第二次産業は必ずしも評価の高い

ものではなし、。これからのノ、イテク産業の振興は

国運を左右するであろう。

とはいえ、交明北進説かなるものがある。人類

の文明はまず南に起こり、徐々に北に上がって来

て、ついには北の国や北の地域が最高文明を築き、

そして繁栄するとある。寒さは諸手段の開発で急

速に克服されつつ、そこに知的産業・頭脳産業が

高度化して人類最終的な開花を来たすともある。

ならばスウェーデンは極めて有望にして有利な位

置にあるといえよう。どこにでも、どのようにで

も希望と可能性は内在している。
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スウェーデンで子どもを生んでみるの記

ーその 2-

私事になるが先頃二人目の子どもが生まれた。

上の子が生まれた 4年前と比べるとスウェ ーデン

における妊娠・出産ケアにかなりの変化が起きて

いるように思えるので、その印象を少し綴ってみ

たい。

1. より自由に

まず制度的な変化を見てみると、以前は住んで

いる場所によって、どこの病院で出産するかが自

動的に決められていたのに対し、現在は自由に病

院が選べるようになっている事かあげられる。実

際には、スウェーデンでは、出産ができるような

大きな病院は数が限られているので、あまり選択

肢が多いわけではないが、たとえば患者の面倒見

が良いことで評判のモーターラ市の病院には全国

から産婦が集まるそうだ。

自宅での出産が比較的自由に行えるようになっ

たこのも大きな変化の一つであろう。そのような

出産を奨励する助産婦さんのグループも作られて

いる。しかし自宅での出産は病院での出産と違つ ヲ

て、助産婦さんへの報酬を産婦が自分で支払わな

くてはならないので、急激に増えているといった

わけではない。

会員 三瓶恵子

Ms. Keiko Kjellsson-Samp巴i

上げてもらう形などのバリエーションも自由に選

べるようになった(水中出産は設備の不十分さや、

感染の問題があるなどの理由で一般には行われて

いなし、。陣痛を和らげるために分娩室の横に設け

られている産婦専用のお風目に入ることはかなり

一般的であるが。)

2 .より自然に

4年前に比べると、地域の母親ケア・センター

で行われる種々の検査柵った事も変化の一つで . 

ある。以前は毎回血液検査や尿検査をしていたが、

現在は 2~3 カ月に一度くらいに減っており、超

音波による内診も前回は妊娠初期と後期の 2回あ

ったが、今回は 1回だった。

日本の母親学級に相当する「親教育」のコース

でも、「管理されたお産から自主的なお産へ」と

いうことが強調されている。以前の親教育の主流

であった陣痛に耐えるための呼吸法の訓練などは

姿を消し、変わって 「リラックスして自分のから

だのリズムを知り、子宮の働きを助ける」ための

イメ ージ・トレーニングなどに重点がおかれてい

る。

お産が終わってから 1、2時間後には産婦は自

大都市を中心にプライベートの妊娠ケア・クリ 分で歩いてトイレにいったり、シャワーを浴びた

ニックができつつある日も注目される。妊婦の りすることが奨励される。ストックホルムの一部 . 

ケアは通常、地域の母親ケア ・センターで無料で

行われるのだが、そこでは検査や妊婦の生活に対

する助言などの時聞が一回一人当たり 15~20分が

せいぜ、いであるのに対し、プライベートのクリニ

ックでは 1時間以上もかけてム十分なケアが行われ

るそうだ。出産直前までのケアの費用は15~30万

円近くかかるとのことで、この様なクリニックに

いくのは地位とお金のあるキャリア・ウ ーマンが

多いそうである。

制度的な変化はないが、どの様な方法で出産を

するか、すなわち、座つてのお産、パートナーに

後ろから支えてもらう形、あるいはパートナーに

よりかかって助産婦さんに後ろから子どもを取り
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の病院で試験的に行われている「出産同日退院」

プロジェクトの場合を除いては、 産後 3~5 日で

退院するのが普通である。ベビー・ブームで病院

が混んでいることもあって、最近は比較的早く退

院させる傾向があるようだ。

4年前に比べて「母乳主義」もさらK徹底され

てきている印象をうけた。母親の容体が悪くて子

どもがおっぱいを吸えないなどの特別の場合を除

き、いかに母乳の出が悪かろうと、子どもがおな

かを空かせて泣き叫ぼうと、粉ミルクを貰うこと

ができない(以前は渋々ぜも頼めば毎回くれた)。

新生児は3日聞は飲まず食わずでも大丈夫なのだ

といわれても乳の出の悪い母親にかかるプレッシ



ャーは相当なものだ。

3 .より人間的に

出産に夫が参加するのは以前もかなり一般的で

あったが、現在ではもはや常識となっている。出

産に際し、夫が10日間の育児休暇を取ることが義

務付けられている(妻と赤ん坊の面倒を見たり、

上の子の世話をするための休暇である)。親教育

のコ ースでもほとんど全員が夫とともに参加する

ので、親教育の内容もそれを前提にしたものとな

っている。夫は妻が陣痛に耐えている閉そばにい

て精神的な支えになるだけでなく、実際に痛みを

和らげるマッサージをしたり、妻の額の汗を拭い

たり、助産婦さながらの働きをすることが期待さ

れている。

出産後、夫、妻、子の三人だけで 1時間ほど分

娩室でプライベート・タイムを持てるようになっ

たのも前にはなかったことだ。あらかじめ予約し

ておけば、さらに、ファミリー・ルームという、

夫が妻と同じへやに退院まで 「住めるJシステム

も利用できるのだそうだ。

出産をよりヒューマンなものにするために各地

でし、ろいろなプロジェク卜が行われている。私も

実はたまたまボルモーラ・プロジェクトという新

しい試みに組み込まれていた。これは従来、妊婦

ケア、出産、母親と新生児のケアの 3か所に別々

<SIPニュース〉

に配置されている助産婦さんたちの聞の連携をは

かり、かつ、産婦が常に自分のからだの状態と出

産に関する希望を知っていてくれる助産婦に世話

をしてもらう事を通して、安心して子どもを生め

るといったことを目的としたものである。このプ

ロジェクトでは3人の助産婦さんたちがグループ

を作り、 3週間ずつ交替で、母親ケア・センタ 一、

病院の出産部、新生児部を回って勤務する。どこ

でも少なくとも 1人は知っている助産婦にあえる

ということで、このプロジェクトはかなり好評で

全国的にも注目を集めているそうだ。

スウェ ーデン経済は構造的不況にみまわれてお

り、福祉のいろいろな部門でもそのために予算が

削られ始めているが、そのなかで、妊娠・出産に

関するケアだけは無料のまま続けられている。児

童手当ても91年 1月から 1人につき 1か月当たり

750クローナ(約18000円)に引き上げられた。育

児休暇も 1年3か月まで延長されている(本来な

らが 1年半に延長されるはずだったが、不、況のた

めに延長を一時延期されている)。

スウェーデンが2. 1というヨーロッパで1、

2をあらそう出産率を誇るようになったのも、上

のような背景に照らし合わせてみればうなづける

ことである。

政府の新しい機会均等法案

下男女平等に関する新法」、 「女性に対する暴力行為を防止する措置」、「男女の賃金差に関する調査研

究」が最新の政府法案の主要項目である。この全般的目的はこれらの課題に関する現行法規を拡張・強

化することにある。スウェーデンの機会均等担当大臣マルゴット・ヴアルストレム (Margot Wall-

strom)によると、男女の労働の分業に関する従来の考え方は社会における力のノミランスを均一化し、

女性の影響力を増大するように変えていくべきだとし、ぅ。

提案された男女均等法は、現行に規定されていることに加えて、雇用者は男女にかかわらず従業員の

仕事と家庭との両立を容易にするように、積極的な行動をとるべきてあることを呈示している。また、

新法案は雇用者が性的差別の結果としての虐たいやセクシャルハラスメントが起こらないことを保障す

る必要のあることを明示している。

この他、新法案は10人以上のスタッフをかかえる雇用者は毎年、機会均等計画を準備する必要があり、

活動の結果を翌年報告する義務があることを提案してし、る。同計画は団体協約もしくは組合協約で代替

することもでき、関連条項は交渉において明示されねばならない。なお、それらを確実に遵守する責任

は当該団体が負うが、機会均等オンブズマン(JAMO)は団体協約に含まれない分野の管轄権を有す
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る。なお、 ]AMOの管轄権は情報及びカウンセリングに限り、拡張される。

また、女性に対する暴力を防止するために新法案は当該官庁聞の協調の充実、虐待された女性達と働

くスタッフの訓練といった社会からの保護や支援を改善する措置を提案している。なお、これらの目的

のために、総額1，750万クローナ(4億5，500万円)が来年度予算で割当てられる予定である。

男女の賃金の平等に関する調査は賃金格差に正確に照準を合わせ、より公平なシステムの実現可能性

を探るものとなろう。例えば、仕事の評価は同等の作業に対しては同等の賃金を支払うことの実現を促

進化することになる。公務員の場合、女性管理職の増員や女性の仕事のグレードアッ プ、仕事と親(男

女の別なく)としての義務との両立を目的としたプログラムが導入される見込みである。また、仕事の

ない時間の諸手当のわく組内で子供の面倒を見るための父親の有給休暇の割合を増やす試みがなされる

であろう。

男女平等に対する基本的姿勢の向上のためには、早期のスタートが肝要であり、目下、修正過程にあ

る学校制度はこの目的に向けて調整されてし、く見込みである。すなわち、その思想とは次のようなもの

である一一男女平等が国家的な教育目標であるならば、結果的に、この考え方が社会全般に波及してい

くであろう。 (SIP 092/91) 

新しいスウェーデンのエネルギープログラム

原子炉撒廃の時期は妥当

此の程、スウェーデン政府が国会に新しいエネノレギ一法案を提出した。エネルギーの安定的かつ十分

な供給とエネルギ一政策のその他の目標とを組合せた具体的な措置やあらゆる電力及び熱生産における

環境上の厳しい要求 この二点が新法案の特徴をなすものである。

1月に、与党の社会党と自由党・中央党との聞で合意に達した協定に基づいた新しい指針は、スウェ

ーデンの原子炉のうちの二つを1995年及び1996年に撤去すべきであるとし、う 1988年度付の国会決議の一

部撤回を提案するものである。

原子力エネルギーに関していえば、原子炉の徹去及びそのはかどり具合は、電力管理プログラムの成

果や環境的に受け入れ可能な電力生産による供給量、国際的に競合する電気料金維持の可能性等によっ

て決定されることとなる。

なお、 1980年度の国会決議によると、おそくとも2010年までに、スウェーデンの全ての原子炉を撤去

することが予定されているが、新法案はこの期日に関して論議を戦わせるものではないとしづ。

• 

エネルギ、ーの有効利用は維持可能なエネノレギー供給にとって本質的なものである。従って、新法案は . 

この分野の 5か年プログラムに対し、 10億クロ ーナ (260億円)の割当てを提案している。なお、この

うち 7億5，000万クローナ (195億円)はエネルギー効率の良い技術の購入のため、 1億5，000万クロー

ナ (39億円)は住宅や商業庖舗でこのような技術がどのように利用可能であるかを実証するため、

5，000万クローナ(13億円)は工業の実機のためて、ある。

5';か年に渡る生物燃料によるエネルギ一生産のためにも、さらに10億クローナ (26億円)が費される

見込みである。なお、この種の燃料の商業利用の増大のため長期的な必須条件を分析し、ぞの競争力強

化を目的とする措置を提案するために、特別な生物燃料委員会が設立される予定であり、こういった目

的のために、 6億2，500万クローナ (162億5，000万円)が割当てられることとなろう。

中型の風力発電所はと十分に発達した技術の代表格であり、既に利用可能な装置がシリーズで生産され

ている。風力の利用を支持するために、新しいプラントへの投資はコストの25%が助成されることとな

るが、同計画の総費用は 5か年で 2億5，000万クローナ (65億円)に達するで、五ろう。また、資本費用

の25%に相当する供与の形で、太陽暖房設備投資への援助が提案された。

なお、既存のエネルギー技術基金一一ガソリン製品にかかる一般エネルギー税からオイル/立方メー



トルに付10クローナ (260円)を受領一ーは新エネルギー技術の開発の増進のために付加的に 5か年の

国家予算から年間 1億1，000万クローナ (28億6，000万円)を供与されることとなる。また、大規模な風

力発電所や燃料としてのモータ ーアルコール(エタノール及びメタノール)の利用が優先される予定で

ある。

エネルギ 法案で提案されるその他の政策には、発電所と暖房設備の組合せに対する税控除やエタノ

ール生産のための耕地利用への援助が含まれる。

スウェーデ、ンの環境政策に関する包括的法案

此の程、スウェーデン政府が我国の将来の環境政策のための目的及び指針の大要をのベた法案を提出

した。同法案は 「生活環境」というスタイルがつけられており、今日までに既に実施された措置や、ま

だ実施されていないが努力の統合・分散や具体的措置等を通じて、将来、希望もしくは目標の達成が見

込まれる施策についてのレポートを含む。同法案の骨子次の通り。

「環境上の影響の査定に関する規制は、天然資源法、環境保護法、水資源法、地方自治体エネルギ一計

画法に統合される。

スウェーデンの環境状況を監視するための新しい行動計画を導入し、そのために1991/92年度には

1，300万クローナ(3億3.800万円)を割当てる。なお、この額を向こう 3年間で総額7，500万クローナ

(19億5，000万円)増やす。

環境問題をあらゆるレベルの教育システムに統合する。また、非利益環境団体の国際的活動に資金を

提供する。

とりわけ農場構内の肥料から浸出する植物への栄養物を減じるべく、農業環境の改善措置と1991/92

年度の農業における自然保護のために、付加的にそれぞれ5，800万クローナ (15億800万円)、 1億クロ

ーナ (26億円)を供与する。

生物殺虫剤を販売するには事前に許可を受けねばならないことを規定した新法を導入する。天然資源

法の修正箇条には土地の排水規制の強化、小生活圏の保護のための潜在性の増加、絶滅の危機に瀕して

いる種の保護の強化を含む。

1993モデルイヤーに登場する新車を経済的な機器シリーズを設備した環境上のカテゴリーに分類する、

新しい、より高度に分化した税率を様々な質の燃料オイル(ディーゼノレ)と加鉛及び無鉛ガソリンに対

して適用する。

工業による放出物の状態を再検討するプログラムを履行し、放出物を調査することを工業操業を行う

組織に義務づけることを環境保護法で規定する。

1990年に採用されたゴミ管理プログラムの履行をスピードアップするために地方自治体がそのゴミ収

集と廃棄のための処理を分化する機会を拡げるべく、新しい条項を公衆衛生法につけ加える。

環境破壊修復のためになお一層の努力をする。また、粉末石灰石で湖水や水系を処理するプログラム

の完成・拡張を図る。大気汚染の影響を被っている貴重な歴史的記念物の保護と復元のために資金を割

当てる。

ダメージをうけている地域の復興のために総額2，500万クローナ(6億5，000万円)を拠出する。同プ

ログラムの評価は5年後に行う。J (SIP 059/91) 
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